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ごあいさつ

　本日はご多忙の中、5-D  J a pa n  第11回総会にご参加いただき、誠にありがとうございます。
5-D  J a pa n  関係者一同、心より御礼申し上げます。
　前回の第10回総会では10周年記念大会として、海外から5名の著名な先生方をお招きし開催
してから、早いものでもう3年が経過いたしました。至らぬ点も多々あったと思いますが、皆様の多大
なご協力とご配慮のおかげで盛況のうちに終えることができましたことを、改めまして心から感謝申
し上げます。そして2020年に予定されていたこの第11回総会はご存じのように2年の延期となって
しまいましたが、ようやく今回オンライン開催の形式ではありますが開催できるのは、5-D  J a pa nを
支えてくださったすべての皆様のおかげであると深く感謝するとともに我々皆喜びの気持ちで満た
されています。

　今回は再び第9回までの総会のスタイルに戻り、歯周治療のなかでも「再生療法」をテーマとし
て症例検討会を企画いたしました。インプラントも決して万能ではなく様々な問題も浮かび上がっ
てきた今、改めて天然歯の保存の重要性に目が向けられているように思います。
　歯周組織再生療法を臨床に取り入れるようになって20年以上が経過し、この間多くの文献や
研修会や国内外の先生方の臨床例などを通し知見を得ながら臨床経験を重ねてきました。そのよ
うな中で歯周病による骨欠損に対する見方や考え方が当初に比べ変わってきたように思います。少
しずつステップアップしていくことで適応症例が拡がり、より困難なケースにも応用することができる
ようになってきました。そのなかで感じてきたことは、治療を成功に導くためには確かな「技術」とともに
正しい「見立て」も大事であるというものです。

5-D  J a pa n  ファウンダー一同

　今回スーパーペリオ塾を通じてお互いの臨床をよく知る長谷川嘉昭先生をお招きし、歯周治療
イザデプッラフの法療生再たじ応に態形損欠骨、らか容内査検な要必に」て立見「、で中のれ流の

ンや使用する再生材料,そして矯正治療も含めた骨欠損部やその周囲の硬・軟組織のマネージメ
ントについて触れる予定です。さらには豊富な再生療法の臨床経験から導き出される「成功へ導
き失敗を遠ざける勘所」を明らかにして歯周組織再生療法を極めたいと考えています。





A k i h i r o  Y u g u c h i

学歴・職歴

北海道札幌市  ユアーズデンタルクリニック 院長

所属学会

講演テーマ

抄録

　私たち臨床家は、複雑な問題を抱える症例に遭遇した場合どのように対処すれば良

いのでしょうか？ それには一つの診療科目単独の知識と技術だけではなく、5-D J a pa n

が提唱する歯科治療の命題を踏まえた包括的な視点からのアプローチが求められると

考えます。

　そこで今回は、歯周組織のマネジメントに関して、5-D  J a p a nで学んだことを臨床に

生かした際の再現性と応用も含めて、いくつかのケースを交えて考察したいと思います。

湯口 晃弘

2006年　北海道大学歯学部 卒業 
2010 年　医療法人社団なぎさ歯科クリニック 勤務
2015 年　北海道札幌市　ユアーズデンタルクリニック 開業

5-D Japan
OJ 
日本臨床歯周病学会 
日本口腔インプラント学会

T h e  m a n a g e m e n t  o f  p e r i o d o n t a l  t i s s u e  
b a s e d  o n  「5 - D  D e n t i s t r y」



C h i k a y os h i  S u z u k i

鈴木 親良

学歴・職歴

1998 年　松本歯科大学卒業
1998 年～2003 年　静岡県内歯科医院勤務
2003 年　てんま歯科　開業

静岡県富士市  てんま歯科  院長

所属学会

OJ(Osseointegration study club japan) 会員
日本臨床歯周病学会会員
日本口腔インプラント学会会員
静岡県口腔インプラント研究会理事
日本顕微鏡歯科学会会員
5-D Japan Study Group 会員

講演テーマ

抄録

　歯周治療やインプラント治療において、So f t  T i s s u e  M a n a g em e n tは角化組織

や付着歯肉の獲得、ポンティックサイトの歯槽堤増大、歯肉退縮などの審美性の回復な

ど様々な局面で用いられ、長期的安定を図る上では必要な術式であることは周知されて

いる。また、それは術者の経験と技量により手術の成功を左右する。移植片が生着する為

には、血液供給を考えた切開デザイン、組織の位置付け、縫合が大事となる。

　今回はインプラントサイト、ポンティクサイトそして天然歯への軟組織移植についてそれ

ぞれのポイントを解説したい。まだ、遊離歯肉移植術、上皮下結合組織移植術をされた

事が無い先生や、経験が浅い先生方の臨床に少しでもお役に立てれば幸いです。

S o f t  T i s s u e  M a n a g e m e n tの必要性



　歯内歯（de n s  i n  d e n t e）は、歯胚形態分化期のエナメル質が形成される前に、内

エナメル上皮の一部が歯乳頭内に向かって深く進入増殖して生じるとされる形態異常歯

で、陥入歯（den s  i n v a g i n a t u s）とも呼ばれる。全歯種においてみられるが、特に上顎

側切歯の約3～10％に高頻度で発現すると報告されている。そして、陥入の程度は多種

多様であり、エナメル質の陥入程度によって、Oeh l e r sはT y peⅠ～Ⅲに分類している。

　組織学的研究により、陥入部のエナメル質は、低石灰化や菲薄化、あるいは欠落して

いる場合があることや、さらに象牙質にまで亀裂がおよび、陥入部と歯髄が交通している

場合もあることが報告されている。そのような構造上の問題から、感染が早期に陥入部か

ら歯髄に達し、それに続いて根尖性歯周炎になりやすいとされている。

　歯内歯の治療は、陥入の程度により予防的充填処置、歯内療法処置、外科的歯内療

法、抜歯にいたるまで多様である。特に陥入が深部にまで達するものでは、その根管形態

の複雑さゆえに、歯内療法処置が困難になるケースも多い。

　今回、Oe h l e r s  T y p eⅠ～Ⅲの上顎側切歯における歯内歯３症例に対して、CBC T

により陥入形態を確認したうえで治療戦略を立案し、マイクロスコープを活用し、予防的

充填処置や歯内療法処置を行うことで良好な結果が得られた症例を報告する。まだ短

期間の予後ではあるが、現時点での考察を行い、先生方のご批判を仰ぎたい。

５-D Japan
日本口腔インプラント学会専門医
日本歯内療法学会会員
日本臨床歯周病学会会員
日本顎咬合学会会員

古川 尊寛
Takah i r o  F u r u k a w a

学歴・職歴 所属学会

講演テーマ

抄録

2002 年　愛知学院大学歯学部卒業
2011 年　大阪市生野区 ふるかわ歯科　開業

大阪府大阪市  ふるかわ歯科  院長

D e n s  i n v a g i n a t u s
～歯内歯（Oeh l e r s  T y peⅠ～Ⅲ）に対してCBC T,マイクロスコープを活用した症例 ～



A k i h i k o  K a t a y ama

学歴・職歴 所属学会

講演テーマ

抄録

　歯周病畑を歩んできた小生が5-Dのファウンダーを始め5-Dの素晴らしい皆様方と出

会い、様々なアドバイスを受けそこから大きく自身の臨床力が変わったと思う。

　歯周組織再生療法の成否は歯肉の治癒に大きな影響を受けるのではないか？と考え

ている。なぜならフラップを開き、再生療法を行った後には必ず歯根面にフラップを戻す

が、術後にフラップ（歯肉）が歯根面に付着しない場合や、歯肉が裂開した場合などは再

生療法の失敗となる。そのため、フラップが歯根面にしっかりと付着し、歯肉が裂開しない

ためには、角化歯肉幅と歯肉の厚みが重要ではないかと考える。

　今回、自身の私見を含めて上皮の治癒から考えた再生療法について提示させて頂き

皆様とともにどのように成功に導くかを考えてみたいと思う。

片山 明彦
医療法人社団明佳会  有楽町デンタルオフィス 理事長

1999 年　東京歯科大学歯学部卒業　　　　 
1999 年　慶應義塾大学医学部歯科口腔外科学教室入局　　　
2001 年　東京歯科大学大学院歯学研究科（歯周病学）入学     　
2005 年　東京歯科大学大学院歯学研究科（歯周病学）修了 歯学博士取得
2005 年　東京歯科大学歯周病学講座助教
2007 年　慶應義塾大学医学部歯科口腔外科学教室講師（非常勤）
2007 年　神田デンタルクリニック開設，稲毛デンタルクリニック開設
2012 年　有楽町デンタルオフィス開設（神田デンタルクリニック移転）
2013 年　東京歯科大学歯周病学講座講師（非常勤）
2015 年　東京歯科大学水道橋病院臨床講師

日本歯周病学会（指導医，専門医，評議員）
日本臨床歯周病学会（認定医）
日本口腔インプラント学会（専門医）
AAP（American Academy of Periodontology）
5-D FST

S o f t  t i s s u e  s t a b i l i t yから考える歯周組織再生療法
～５Ｄから学んだ歯周組織再生療法～



R i t s u k o  K a w a sa k i

学歴・職歴 所属学会

抄録

　予防医学としての歯科医療の役割が認識されつつある今、私たちの職域は拡大し幅
広い分野で歯科衛生士の存在価値も高まっております。さらに成熟社会の現代において
心の豊かさ、心の満足が求められる中で、私達が扱う「口の健康」はこれらを手に入れるた
めの根幹となる部分です。よって歯周治療に取り組む歯科衛生士は“人の人生をも変え
る”といっても過言ではないほど社会に貢献できる素晴らしいライセンスであると感じてい
ます。
　歯周病の治療は予防医学の基礎であり個別対応が必要なため、専門知識と高度な
技術そして多くの能力が歯科衛生士に求められます。スケーリング・ルートプレーニングは
勿論、大切な戦術ですが、多因子疾患である歯周病の治療は、病態を正確に把握し歯
周病になった原因がどこにあるのかを分析する“病態を診る目”が必要です。またいかに
早い段階で多くの情報を得るか、いかに患者さんに専門的な話をわかり易く伝え行動変
容させることができるかが成否を左右する重要なポイントとなります。患者さんの生活環
境、健康に対する価値観、性格までを見極め“人となり”を把握し対応していく能力、すな
わちコミュニケーション力というものが大きく関係してくるのです。“病態を診る目”と “人を
見る目”を持ち備えてこそ患者さんを治す力となります。
　また歯周病は、歯科医師あるいは歯科衛生士が一人で対応できる疾患ではありませ
ん。術前診査から一貫して情報を共有しチームとしてぶれない方針で患者を診ていく必
要があります。歯周基本治療に入る前に、歯科医師と歯科衛生士がデンタルカンファレン
スを行い戦略的治療方針を立案し施術することがとても大切なのです。カンファレンスを
通し知識、情報を共有することで最善な治療を提供することができると同時に、お互いが
進化し続けパートナーシップがより力強いものになっていきます。

本セッションではこれまでの経験から歯科医師との関わり方、患者さんとの関係性の構築
方法など、繰り返してきた中で培った「仕事術」を交えながら臨床の取り組みをお話した
いと思います。

長谷川歯科医院  歯科衛生士

川崎 律子

1986年　歯友会歯科技術専門学校（現 明倫短期大学）卒業
　 　　　 新潟市内歯科医院勤務
2010 年　明倫短期大学勤務
2011 年　明倫短期大学口腔保健衛生学専攻科非常勤講師
　　　　  フリーランス
2012 年　長谷川歯科医院勤務

日本歯周病学会認定歯科衛生士
日本臨床歯周病学会認定歯科衛生士
日本口腔インプラント学会認定
　インプラント専門歯科衛生士
日本顎咬合学会認定指導歯科衛生士



略歴

　今回の総会では「歯周組織再生療法を極める！」をメインテーマに掲げ、サブタイトルに「成功へ導き失敗を遠ざけ

る勘所」と題し症例検討会を企画いたしました。

　歯周組織再生療法が適用される対象には、中等度の深さから根尖に及ぶような深い欠損まで様々な進行度のも

のを扱う機会があり、また単独歯から複数歯、また全顎にわたって何本も対象となる歯がある場合など多様な状況に

対面することになります。

　新しい材料やテクニックが世の中に紹介されてきているなか、実際には臨床で、どのようにしたらよいのだろうかと悩

まれている先生方も多いのではないでしょうか。もちろんすべてに当てはまる明確な回答は困難ではありますが、いくつ

かの切り口から話を展開していき、確率高く成功を収める勘所について、私たち二人の経験や文献からの知識の中か

らできるだけお伝えし、視聴してくださる皆様のお役に少しでも立つことができればと考えています。



https://www.5-djapan.com

T E L :  0 6 - 6 7 7 7 - 6 7 0 2　 F A X :  0 6 - 6 7 7 7 - 6 7 0 3
E-mail :  support@5-djapan.com〒537-0012 大阪市東成区大今里3丁目16-13-502

東京コース（2023年）

浜松コース（2022年）



































リスクを最小限に
光機能(UV照射)対応Implant



















マイクロライトコードレス「バタフライ 2」 

「23ｇ」最軽量コードレス LEDライト。
「ON/OFF」はグローブ装着中でも操作可能な
タッチセンサー範囲に触れるだけ。
3個の付属バッテリーはマグネット式のため、
片手で簡単脱着操作が可。
ライト照度は 25,000Lux

充電は約 1時間である。
バッテリー使用時間 1個あたり約 2時間、

標準価格：￥98,000（税込￥107,800）

東京都台東区松が谷 1-8-9
TEL：03-5827-1380 FAX：03-5827-1381







https://ec.biomaterial.co.jp/

0120-782-788 9 00 19 00

OPEN



www.5-ｄjapan.com

コースに関するご質問・お申込み等は
5-D  Japan  事務局へお問い合わせください。

〒537-0012  
大阪府大阪市東成区大今里3丁目16-13  リベルテ今里502
T e l：06 -6777 -6702  /  F a x：06 -6777 -6703
E -ma i l：su ppo r t@5-d ja pa n .c om

5-D Japan 事務局


